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ラ－ジフィンガ－ジョイント部の 
曲げ破壊の状況 

左：通常のフィンガ－ジョイント 
右：ラ－ジフィンガ－ジョイント 

（担当 木材部 上席専門研究員 東野 正） 

１ 研究のねらい 
集成材用の縦継ぎ加工方法としてフィンガ－

ジョイントがあるが、今回はより大きな断面を持

つ材の縦継ぎ接合として、歯の長さが 54mm の

ラ－ジフィンガ－ジョイント（ＬFJ）を使用し

た場合の強度性能を検討した。なおこの試験は

（協）遠野グル－ラムと東京大学との共同で試験

を行ったものである。 
２ 研究方法 
(1) アカマツとカラマツの５プライ集成材（断面

寸法 12×12cm）をそれぞれ試作した。 

(2) アカマツ－アカマツ、カラマツ－カラマツ及

びアカマツ－カラマツの組み合わせで、ラ－ジ

フィンガ－ジョイントにより縦継ぎ加工を行

った。ラミナの積層面と平行となるようにフィ

ンガ－カットして１条件あたり 10 体試作し、

曲げ強度試験を行った。比較のため、縦継ぎし

ない通しラミナで構成した集成材についても

試験を行った。 

３ 結果 
(1) 荷重の方向が、ラミナの積層方向と直交す

る場合（荷重方向 H）は、同じく平行する場

合（荷重方向Ｖ）に比べ、曲げ強度性能がや

や低い値を示す傾向が認められた。       
(2) 通しラミナ構成の集成材の強度に対する比

（接合効率）は、曲げヤング係数が荷重方向

Ｈで約 85％、荷重方向Ｖで 95％以上の値で

曲げヤング係数の低下は少ない。 
曲げ強度では、荷重方向 H とＶでそれぞれ

約 65％、70～80％の接合効率を示した。 
４ 成果と今後の進め方 
 ラ－ジフィンガ－ジョイントの接合効率が明

らかになったので、今 
後は集成材を用いた大 
型建築物で、梁や桁の 
長さ方向への縦継ぎや、 
梁と柱の接合等に応用 
が期待できる。 

荷重方向
Ｈ

荷重方向
Ｖ

H V H V H V H V
加工 Gpa Gpa Mpa Mpa
通し 12.1 11.3 50.4 45.2 1.00 1.00 1.00 1.00
LFJ 10.1 11.3 32.0 37.5 0.83 1.00 0.63 0.83
通し 11.9 11.3 48.2 44.1 1.00 1.00 1.00 1.00
LFJ 10.1 10.8 32.8 31.3 0.85 0.95 0.68 0.71

アカマツ カラマツ LFJ 11.3 11.4 33.0 31.0

カラマツ

強度の比　（LFJ／通し）

曲げヤング係数 曲げ強度

アカマツ

表－１　ラ－ジフィンガ－ジョイント材の曲げ強度性能

荷重方向
曲げ強度曲げヤング係数


